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１ 調査目的 
本調査は、平成 30 年度を初年度とする清須市障害者基本計画、第 5 期障害福祉計画、

第 1 期障害児福祉計画を策定するにあたって、障がいのある方（身体・知的・精神、難病）

を対象に福祉サービスの利用実態や福祉に関する意識、意向など把握することを目的にア

ンケート調査を実施しました。 

 

２ 調査設計 
（１）調査対象者 

  ①障がいのある方の調査 

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・ 

障害者福祉金受給者・障害福祉サービス利用者 

計 2,884 人 

  ②事業所調査 

サービス提供事業所  217 事業所 

 

（２）調査期間 

平成 29 年 8 月 4 日～8 月 22 日（調査基準日 平成２９年 8 月 1 日） 

 

（３）抽出方法 

①障がいのある方の調査  

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・ 

障害者福祉金受給者・障害福祉サービス利用者全数 

  ②事業所調査 

市内サービス提供事業所全数 

 

（４）調査方法 

郵送による配付・回収にて実施しました。 

調査の概要 
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３ 回収結果 
区分 障がい者 事業所 

配布数 2,884 217 

回収数 1,461 104 

 
有効 1,427 104 

無効 34 0 

有効回収率 50.7% 47.9% 
＊
有効回収数は、回収されたが記入のない調査票を除いて集計した数。 

 

４ 報告書の見方 

(1)比率はすべてパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。その

ためパーセントの合計が 100％にならないこともあります。 

(2)回答率（％）は、その質問の回答者数を母数として算出しました。 

(3)基数となるべき実数は、件数または調査数として掲載しました。比率は、この件数を

100％として算出しています。 

(4)複数回答が可能な質問では、比率算出の基数は回答者数（票数）とし、その項目を選び

○印をつけた人が全体からみて何％なのかという見方をしました。そのため、各項目の

比率の合計は 100％を超える場合もあります。 

(5)本報告書の表の見出し及び文章中での回答選択肢の表現は、趣旨が変わらない程度に簡

略化して掲載している場合があります。 

(6)「障害者手帳」、「難病認定」、「重複障がい」のいずれにも該当しないものは「その他」

としています。
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１ あなたの年齢・性別・ご家族などについて 

 

 

 回答者の年齢の内訳は、「65 歳以上」が 55.5％と最も多く、次いで、「40～64 歳」

が 24.7％、「18～39 歳」が 11.1％、「18 歳未満」が 7.4％となっています。 

 障がい別でみると、身体障害者手帳では「65 歳以上」が約 7 割を占めています。療

育手帳では 40 歳未満が約 8 割を占めています。精神障害者保健福祉手帳では 18～64

歳で約 8 割を占めています。重複障がい者では「40 歳以上」が約 8 割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答者の性別は、「男性」が 50.9％、「女性」が 47.7％となっています。 

 障がい別でみると、「療育手帳」で男性の割合が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がいのある方の調査 

問２ あなたの年齢をお答えください。（平成 2９年 8 月 1 日現在） 

問３ あなたの性別をお答えください。（○は１つだけ） 

全体 n=1,427

身体障害者手帳 n=815

療育手帳 n=127

精神障害者保健福祉手帳 n=147

重複障がい者 n=232

その他 n=106

0 n=

7.4 

1.0 

38.6 

3.4 

6.5 

26.4 

11.1

4.5

37.0

24.5

13.4

6.6

24.7

19.6

23.6

51.0

30.2

16.0

55.5

73.7

19.0

47.8

49.1

1.4

1.1

0.8

2.0

2.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳未満 18～39歳 40～64歳 65歳以上 無回答

全体 n=1,427

身体障害者手帳 n=815

療育手帳 n=127

精神障害者保健福祉手帳 n=147

重複障がい者 n=232

その他 n=106

0 n=

50.9 

50.9 

60.6 

48.3 

44.0 

58.5 

47.7

48.0

38.6

50.3

54.3

38.7

0.3

0.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他

18歳未満 18～39歳 40～64歳 65歳以上 無回答

50.9 47.7

20% 40% 60% 80%

男性 女性 その他
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一緒に暮らしている人については、「配偶者

（夫又は妻）」が 45.4％と最も多く、次いで

「子（子の配偶者を含む）」が 29.0％、「父母・

祖父母」が 24.8％等となっています。 

障がい別でみると、「父母・祖父母」は、療

育手帳、精神障害者保健福祉手帳で多くなっ

ています。 

「配偶者（夫又は妻）」は、身体障害者手帳、

難病の認定で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一緒に暮らしている人がいない人については、「ひとり暮らしのため」が 66.7％と最

も多く、次いで「グループホーム、福祉施設等を利用しているため」が 31.7％となって

います。 

 障がい別でみると、「ひとり暮らしのため」は身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手

帳で多くなっています。「グループホーム、福祉施設等を利用しているため」は、療育手

帳で多くなっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5 現在、あなたが一緒に暮らしている人は、どなたですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

父母・祖父母

配偶者（夫又は妻）

子（子の配偶者を含む）

兄弟・姉妹

その他

いない

無回答

24.8

45.4

29.0

12.3

5.5

16.8

1.2

0 10 20 30 40 50

n=1,427

（％）

全体 n=240

身体障害者手帳 n=149

療育手帳 n=11

精神障害者保健福祉手帳 n=21

重複障がい者 n=39

その他 n=20

66.7 

71.8 

18.2 

81.0 

48.7 

75.0 

31.7

26.2

72.7

19.0

51.3

25.0

1.7

2.0

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らしのため グループホーム、福祉施設等を利用しているため 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らしのため グループホーム、福祉施設等を利用しているため 無回答

（％）

父母・祖父母
配偶者

（夫又は妻）
子（子の配

偶者を含む）
兄弟・姉妹 その他 いない 無回答

全　体 1,427 24.8 45.4 29.0 12.3 5.5 16.8 1.2

身体障害者手帳 815 9.0 57.1 35.8 3.3 6.5 18.3 1.1

療育手帳 127 78.7 7.9 5.5 50.4 4.7 8.7 0.8

精神障害者保健福祉手帳 147 50.3 28.6 23.8 17.0 4.8 14.3 0.0

重複障がい者 232 28.9 41.8 25.4 15.1 4.7 16.8 1.7

その他 106 37.7 32.1 19.8 23.6 0.9 18.9 2.8

 

調査数
問5 一緒に暮らしている人
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 障がい者の日常生活動作の介助の必要性については、「⑦外出」「⑨お金の管理」「⑩薬

の管理」などで、介助を必要とする人が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問7 日常生活で、次のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれにお答えく

ださい。（①から⑩それぞれに○を１つ） 

①食事

②トイレ

③入浴

④衣服の着脱

⑤身だしなみ

⑥家の中の移動

⑦外出

⑧家族以外の人との意思疎通

⑨お金の管理

⑩薬の管理

0

76.7 

76.3 

67.3 

73.0 

67.2 

77.8 

52.6 

65.2 

57.5 

61.5 

12.5

9.9

13.7

12.6

16.2

7.8

21.9

17.1

14.0

12.7

5.3

8.4

12.8

8.6

9.5

8.3

17.1

8.1

19.4

17.1

0.6

0.7

1.3

0.7

1.1

0.6

2.0

1.0

3.2

2.9

5.0

4.7

5.0

5.0

6.0

5.5

6.4

8.6

6.0

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとりでできる 一部介助が必要

全部介助が必要 ひとりでできる年齢になっていない

無回答 20% 40% 60% 80%

ひとりでできる
一部介助が必要
全部介助が必要
ひとりでできる年齢になっていない
無回答

20% 40% 60% 80%

ひとりでできる
一部介助が必要
全部介助が必要
ひとりでできる年齢になっていない
無回答

n=1,427 
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＜問 7 で「一部介助が必要」、「全部介助が必要」又は「ひとりでできる年齢になってい

ない」と答えた方＞ 

 

 

 

 家族のなかで主に介助している方については、「配偶者（夫又は妻）」が 22.1％と最も

多く、次いで「父母・祖父母」が 16.8％、「子（子の配偶者を含む）」が 14.2％等とな

っています。 

 障がい別でみると、身体障害者手帳では「配偶者（夫又は妻）」が 25.3％と最も多く

なっています。療育手帳では「父母・祖父母」が 69.8％と最も多くなっています。精神

障害者保健福祉手帳では「父母・祖父母」が 32.8％と最も多くなっています。重複障が

い者では「配偶者（夫又は妻）」が 29.7％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8 あなたを介助してくれる方は主に誰ですか。（あてはまるすべてのものに○） 

父母・祖父母 配偶者（夫又は妻）

子（子の配偶者を含む） 兄弟・姉妹

ホームヘルパーや施設等の職員 その他の人（ボランティア等）

無回答

全体 n=1,220

身体障害者手帳 n=711

療育手帳 n=116

精神障害者保健福祉手帳 n=134

重複障がい者 n=165

その他 n=94

0 n=

16.8

3.8

69.8

32.8

29.8

22.1

25.3

1.7

16.4

29.7

18.1

14.2

18.4

8.2

15.2

6.4

3.8

2.0

10.3

5.2

6.1

3.2

9.8

7.7

19.8

8.2

16.4

3.2

1.9

1.5

1.7

3.7

2.4

1.1

45.1

51.2

19.0

46.3

36.4

44.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ホームヘルパーや施設等の職員 その他の人（ボランティア等）
無回答
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＜問 8 で「１．父母・祖父母」「２．配偶者（夫又は妻）」「３．子（子の配偶者を含む）」

「４．兄弟・姉妹」と答えた方＞ 

 

 

 

① 年齢 

 主に介護している方の年齢については、「40～64 歳」が 44.8％と最も多く、次いで

「65～74 歳」が 24.0％、「75 歳以上」が 18.9％等となっています。 

 障がい別でみると、身体障害者手帳では全体の傾向とほぼ変わらず。療育手帳では

「40～64 歳」が 63.5％と最も多くなっています。精神障害者保健福祉手帳でも「40

～64歳」が36.8％と最も多くなっています。重複障がい者では「40～64歳」が36.0％

と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 性別 （○は１つだけ） 

 主に介護している方の性別については、「女性」が 68.3％、「男性」が 27.7％となっ

ています。 

 障がい別でみると、療育手帳では「女性」が 89.4％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9 あなたの家族の中で、主な介助の中心となっている方の年齢、性別、健康状態、

悩みなどをお答えください。 

全体 n=603

身体障害者手帳 n=311

療育手帳 n=85

精神障害者保健福祉手帳 n=68

重複障がい者 n=89

その他 n=50

27.7

29.6

9.4

27.9

40.4

24.0

68.3

67.5

89.4

64.7

53.9

68.0

0.7

0.3

1.2

1.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他

全体 n=603

身体障害者手帳 n=311

療育手帳 n=85

精神障害者保健福祉手帳 n=68

重複障がい者 n=89

その他 n=50

7.0

1.9

14.1

10.3

4.5

26.0

44.8

45.3

63.5

36.8

36.0

36.0

24.0

24.1

17.6

35.3

29.2

10.0

18.9

23.5

2.4

7.4

28.1

18.0

5.3

5.1

2.4

10.3

2.2

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳未満 40～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳未満 40～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

男性 女性 その他
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④ 主な介助者の方が介助する上での悩みや問題は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 主な介助者の方が介助する上での悩みや問題については、「将来自分が介助できなくな

ることに対する不安」が 49.6％と最も多く、次いで「精神的に疲れる」が 44.4％、「他

に介助者がいない」が 31.3％、「体力的にきつい」が 28.2％、「自分の時間が持てない」

が 24.7％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ あなたの障がいの状況について 

 

 

身体障害者手帳の等級については、「1 級」が 21.5％と最も多く、次いで「3 級」が

15.9％、「4 級」が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10 あなたは身体障害者手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

自
分
の
時
間
が
持
て
な
い

体
力
的
に
き
つ
い

精
神
的
に
疲
れ
る

他
に
介
助
者
が
い
な
い

家
事
や
他
の
家
族
の
世
話
な
ど

が
十
分
に
で
き
な
い

近
所
づ
き
あ
い
や
地
域
の
人
と

の
交
流
な
ど
が
で
き
な
い

経
済
的
な
負
担
が
大
き
い

身
近
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な

い 近
く
に
利
用
で
き
る
福
祉
施
設

が
な
い

近
く
に
医
療
機
関
が
な
く
緊
急

時
の
対
応
が
心
配

介
助
の
仕
方
が
よ
く
わ
か
ら
な

い 歯
科
診
療
や
眼
科
診
療
な
ど
、

障
が
い
と
関
係
の
な
い
診
療
を

受
け
さ
せ
に
く
い

介
助
を
す
る
側
と
受
け
る
側
の

意
志
疎
通
が
難
し
い

介
助
者
に
と
っ

て
心
の
支
え
が

な
い

将
来
自
分
が
介
助
で
き
な
く
な

る
こ
と
に
対
す
る
不
安

そ
の
他

無
回
答

24.7 
28.2 

44.4 

31.3 

13.8 13.6 

19.7 

13.9 

7.0 6.6 7.5 

13.3 11.6 12.3 

49.6 

8.0 

16.7 

0

10

20

30

40

50

60
n=603

（％）

0% 20% 40% 60% 80%

１級 ２級 ３級
４級 ５級 ６級
持っていない 無回答

全  体 n=1,427

18歳未満 n=105

18～39歳 n=158

40～64歳 n=352

65歳以上 n=792

0 n=

21.5 

9.5 

10.8 

21.9 

24.5 

12.1

2.9

15.3

11.2

15.9

4.8

4.4

11.9

21.7

15.4

1.9

3.2

8.5

23.1

4.0

1.9

1.3

3.4

5.1

3.4

3.2

2.8

4.0

18.6

71.4

50.0

21.6

4.0

9.1

7.6

11.4

14.5

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５級 ６級 持っていない 無回答
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 障がいの種類については「肢体不自由

（下肢）」が 26.6％と最も多く、次いで

「内部障害（１～６以外）」が 24.1％「肢

体不自由（上肢）」が 12.5％、「肢体不自

由（体幹）」10.6％等となっています。 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、全体との差が大きいのは 40 歳以上で「肢体不自由（上肢）」、65 歳

以上では「肢体不自由（下肢）」、「内部障がい（1～6 以外）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 療育手帳については、「持っていない」が 68.0％と最も多く、次いで「Ａ判定」が 6.4％、

「Ｂ判定」が 3.9％、「Ｃ判定」が 3.5％となっています。 

 年齢別にみると、18 歳未満で「Ａ判定」が 28.6％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11 身体障害者手帳をお持ちの場合、障がいの種類をお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

問12 あなたは療育手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

全体 n=1,427

18歳未満 n=105

18～39歳 n=158

40～64歳 n=352

65歳以上 n=792

0 n=

6.4 

28.6 

15.8 

8.2 

0.9 

3.9

13.3

11.4

6.0

0.3

3.5

16.2

13.3

2.8

0.3

68.0

39.0

45.6

64.5

77.5

18.2

2.9

13.9

18.5

21.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A判定 B判定 C判定 持っていない 無回答

視覚障害

聴覚障害

音声・言語・そしゃく機能障害

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

内部障害（１～６以外）

無回答

4.7 

4.6 

3.6 

12.5 

26.6 

10.6 

24.1 

31.8 

0 10 20 30 40

n=1,427

（％）

A判定 B判定 C判定 持っていない 無回答

年齢別 （％）

調査数 視覚障害 聴覚障害

音声・言語・

そしゃく機能

障害

肢体不自由
（上肢）

肢体不自由
（下肢）

肢体不自由
（体幹）

内部障害（１
～６以外）

無回答

全  体 1,427 4.7 4.6 3.6 12.5 26.6 10.6 24.1 31.8

18歳未満 105 1.9 1.9 0.0 4.8 5.7 10.5 2.9 79.0

18～39歳 158 2.5 3.8 3.8 7.6 8.2 9.5 12.7 63.3

40～64歳 352 4.0 4.8 4.5 14.2 21.9 11.4 18.2 41.5

65歳以上 792 5.8 4.9 3.5 14.0 35.5 10.5 31.7 14.8

 

問11　身体障がい者手帳をお持ちの場合、障がいの種類をお答えください。
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 精神障害者保健福祉手帳については、「持っていない」が 69.0％と最も多く、次いで

「2 級」が 9.3％、「3 級」が 4.8％、「1 級」が 2.4％となっています。 

 年齢別にみると、18～64 歳で「2 級」が 19.6％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 住まいや暮らしについて 

 

 

 現在の暮らしについては、「家族と暮らしている」が 76.4％と最も多くなっています。 

 障がい別でみると、いずれの障がいにおいても「家族と暮らしている」が約 7～８割を

占めています。 

 

 

問 20 あなたは現在どのように暮らしていますか。（○は１つだけ） 

問13 あなたは精神障害者保健福祉手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

全体 n=1,427

18歳未満 n=105

18～39歳 n=158

40～64歳 n=352

65歳以上 n=792

0 n=

2.4 

1.3 

2.3 

3.0 

9.3

2.9

19.6

19.6

3.4

4.8

1.9

10.1

8.8

2.4

69.0

85.7

56.3

58.5

74.1

14.4

9.5

12.7

10.8

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1級 2級 3級 持っていない 無回答

全体 n=1,427

身体障害者手帳 n=815

療育手帳 n=127

精神障害者保健福祉手帳 n=147

重複障がい者 n=232

その他 n=106

0 n=

11.7

14.0

2.4

11.6

9.1

11.3

76.4

76.1

88.2

76.9

71.6

74.5

1.1

0.5

3.1

2.0

0.9

5.5

5.2

5.5

2.0

9.1

4.7

2.3

1.7

3.4

4.7

2.8

1.3

1.3

2.7

1.7

1.8

1.2

0.8

1.4

2.6

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人で暮らしている

家族と暮らしている

グループホームで暮らしている

福祉施設（障害者支援施設、高齢者支援施設）で暮らしている

病院に入院している

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1級 2級 3級 持っていない 無回答

20% 40% 60% 80% 100%

一人で暮らしている
家族と暮らしている
グループホームで暮らしている
福祉施設（障害者支援施設、高齢者支援施設）で暮らしている
病院に入院している
その他
無回答
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 将来住みたい、暮らしたい生活の場については、「自宅」が 76.7％と最も多くなってい

ます。 

 障がい別でみると、いずれの障がいにおいても「自宅」が約 6～８割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 将来住みたい、暮らしたいと思う生活の場はどれですか。（○は１つだけ） 

全体 n=1,427

身体障害者手帳 n=815

療育手帳 n=127

精神障害者保険福祉手帳 n=147

重複障がい者 n=232

その他 n=106

0 n=

76.7

82.2

55.9

76.2

70.3

74.5

3.4

1.3

15.7

3.4

4.3

1.9

11.0

9.8

22.8

6.8

12.9

7.5

2.0

1.7

3.4

3.4

0.9

2.6

2.1

3.1

5.4

2.6

1.9

4.3

2.8

2.4

4.8

6.5

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

グループホーム

福祉施設（障害者支援施設、高齢者支援施設）

病院

その他

無回答

20% 40% 60% 80%

自宅
グループホーム
福祉施設（障害者支援施設、高齢者支援施設）
病院
その他
無回答
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 地域で生活するための支援については、「経済的な負担の軽減」が 45.6％と最も多く、

次いで、「緊急時の施設での受入れ体制の充実」が 38.8%、「在宅で医療ケアなどが適切

に得られること」が 36.7％、「必要な在宅サービスが適切に利用できること」が 33.1％、

等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

（あてはまるものすべてに○） 

在
宅
で
医
療
ケ
ア
な
ど
が
適

切
に
得
ら
れ
る
こ
と

障
が
い
者
に
適
し
た
住
居
の

確
保

緊
急
時
の
施
設
で
の
受
入
れ

体
制
の
充
実

一
人
暮
ら
し
や
グ
ル
ー

プ

ホ
ー

ム
等
の
入
居
体
験
の
機

会
や
場
所
の
充
実

必
要
な
在
宅
サ
ー

ビ
ス
が
適

切
に
利
用
で
き
る
こ
と

生
活
訓
練
等
の
充
実

経
済
的
な
負
担
の
軽
減

相
談
対
応
等
の
充
実

地
域
住
民
等
の
理
解

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
に
つ

い
て
の
支
援

そ
の
他

無
回
答

36.7 

27.9 

38.8 

16.4 

33.1 

12.8 

45.6 

24.4 

18.4 
16.7 

3.4 

13.2 

0

10

20

30

40

50
n=1,427

（％）

（％）

問22　地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。

全体

在宅で医療
ケアなどが

適切に得ら
れること

障がい者に
適した住居
の確保

緊急時の施設
での受入れ体
制の充実

ひとり暮らしや
グループホー
ム等の入居体
験の機会や場
所の充実

必要な在宅
サービスが

適切に利用
できること

生活訓練

等の充実

全体 1,427 36.7 27.9 38.8 16.4 33.1 12.8

身体障害者手帳 815 42.1 24.2 39.8 10.8 35.2 8.6

療育手帳 127 18.9 51.2 48.8 47.2 30.7 30.7

精神障害者保健福祉手帳 147 29.3 33.3 25.9 21.1 23.1 19.0

重複障がい者 232 36.2 31.9 43.1 18.1 37.1 13.8

その他 106 28.3 12.3 27.4 12.3 25.5 12.3

全体
経済的な負
担の軽減

相談対応等
の充実

地域住民等の
理解

コミュニケー
ションについて
の支援

その他 無回答

全体 1,427 45.6 24.4 18.4 16.7 3.4 13.2

身体障害者手帳 815 42.8 18.9 13.5 12.4 2.7 14.1

療育手帳 127 52.8 48.0 45.7 35.4 4.7 7.1

精神障害者保健福祉手帳 147 59.2 39.5 25.9 27.2 4.8 12.9

重複障がい者 232 44.0 20.7 16.4 12.1 4.7 12.1

その他 106 43.4 25.5 17.0 23.6 1.9 16.0
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４ 日中活動や就労について 

 

 

 外出する時に困ることについては、「道路や駅に階段や段差が多い」が 32.0％と最も多

く、次いで「困った時にどうすればいいのか心配」が 18.7％、「電車やバスの乗り降りが

困難」が 17.0％、「外出にお金がかかる」が 16.7％等となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問27 外出する時に困ることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

公
共
交
通
機
関
が
少
な
い

（
な
い

）

電
車
や
バ
ス
の
乗
り
降
り

が
困
難

切
符
の
買
い
方
や
乗
換
の

方
法
が
わ
か
り
に
く
い

道
路
や
駅
に
階
段
や
段
差

が
多
い

外
出
先
の
建
物
の
設
備
が

不
便

（
通
路

、
ト
イ
レ

、

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

な
ど

）

介
助
者
が
確
保
で
き
な
い

外
出
に
お
金
が
か
か
る

周
囲
の
目
が
気
に
な
る

発
作
な
ど
突
然
の
身
体
の

変
化
が
心
配

困

っ
た
時
に
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
心
配

そ
の
他

無
回
答

16.3 17.0 

7.6 

32.0 

16.0 

7.6 

16.7 

8.5 

13.1 

18.7 

8.6 

24.9 

0

10

20

30

40
n=1,427

（％）

（％）

調査数
公共交通機
関が少ない

（ない）

電車やバス
の乗り降り

が困難

切符の買い
方や乗換の
方法がわか
りにくい

道路や駅に
階段や段差

が多い

外出先の建物の
設備が不便（通
路、トイレ、エレ
ベーターなど）

介助者が確
保できない

全体 1,427 16.3 17.0 7.6 32.0 16.0 7.6

身体障害者手帳 815 16.6 18.4 5.3 38.5 18.4 6.9

療育手帳 127 14.2 7.1 23.6 10.2 5.5 7.9

精神障害者保健福祉手帳 147 19.0 8.8 8.8 13.6 5.4 5.4

重複障がい者 232 15.5 24.6 7.8 35.8 22.4 12.5

その他 106 15.1 12.3 4.7 24.5 11.3 4.7

調査数
外出にお金
がかかる

周囲の目が
気になる

発作など突

然の身体の
変化が心配

困った時にど

うすればいい
のか心配

その他 無回答

全体 1,427 16.7 8.5 13.1 18.7 8.6 24.9

身体障害者手帳 815 15.1 4.0 12.5 13.0 8.0 27.1

療育手帳 127 15.0 20.5 6.3 42.5 7.1 21.3

精神障害者保健福祉手帳 147 31.3 26.5 17.0 19.7 12.2 21.8

重複障がい者 232 14.7 6.5 17.2 21.6 9.9 19.8

その他 106 16.0 7.5 11.3 26.4 7.5 28.3

問27　外出する時に困ることは何ですか。
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 平日の主な過ごし方については、「自宅で過ごしている」が 33.7％と最も多く、次いで

「会社勤めや､自営業､家業などで収入を得て仕事をしている」が 18.2％、「専業主婦（主

夫）をしている」が 11.2％等となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28 現在、あなたは平日の日中を主にどのように過ごしていることが多いですか。 

（○は１つだけ） 

会
社
勤
め
や
、

自
営
業
、

家
業
な
ど
で
収
入
を
得
て

仕
事
を
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、

収

入
を
得
な
い
仕
事
を
し
て

い
る

専
業
主
婦
（

主
夫
）

を
し

て
い
る

作
業
所
等
に
通
っ

て
い
る

(

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・

B
型
も
含
む

)

病
院
な
ど
の
デ
イ
ケ
ア
に

通
っ

て
い
る

自
助
グ
ル
ー

プ
等
の
集
ま

り
に
参
加
し
て
い
る

福
祉
施
設
・
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て

い
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
を

受
け
て
い
る

自
宅
で
過
ご
し
て
い
る

入
所
し
て
い
る
施
設
や
病

院
等
で
過
ご
し
て
い
る

大
学
、

専
門
学
校
、

職
業

訓
練
校
等
に
通
っ

て
い
る

特
別
支
援
学
校
（

小
学
･

中
学
･
高
等
部
）

に
通
っ

て
い
る

一
般
の
小
・
中
学
校
、

高

等
学
校
に
通
っ

て
い
る

幼
稚
園
、

保
育
所

（

園
）
、

障
害
児
通
園
施

設
等
に
通
っ

て
い
る

そ
の
他

無
回
答

18.2 

1.3 

11.2 

4.9 4.1 

0.4 

4.1 4.3 

33.7 

5.2 

0.6 
2.5 2.9 1.7 2.5 2.6 

0

10

20

30

40

n=1,427

（％）

（％）

会社勤めや、自
営業、家業など
で収入を得て仕
事をしている

ボランティアな
ど、収入を得
ない仕事をし
ている

専業主婦（主
夫）をしている

作業所等に通っ
ている(就労継
続支援Ａ型・B
型も含む)

病院などのデ
イケアに通っ
ている

自助グループ
等の集まりに
参加している

全　体 1,427 18.2 1.3 11.2 4.9 4.1 0.4

身体障害者手帳 815 19.4 1.3 13.5 0.5 4.4 0.7

療育手帳 127 18.1 0.8 1.6 26.8 0.8 0.0

精神障害者保健福祉手帳   147 25.2 1.4 10.2 6.8 4.8 0.0

重複障がい者 232 12.5 1.3 12.1 8.2 2.2 0.0

その他 106 12.3 0.9 4.7 2.8 8.5 0.0

 

調査数

福祉施設・地域
活動支援セン
ターを利用して
いる

リハビリテー
ションを受け
ている

自宅で過ごし
ている

入所している施
設や病院等で
過ごしている

大学、専門学
校、職業訓練
校等に通って
いる

特別支援学校
（小学･中学･
高等部）に
通っている

全　体 1,427 4.1 4.3 33.7 5.2 0.6 2.5

身体障害者手帳 815 2.8 5.8 39.5 5.6 0.1 0.2

療育手帳 127 5.5 0.0 4.7 0.8 1.6 17.3

精神障害者保健福祉手帳   147 1.4 0.7 36.7 4.8 0.7 0.7

重複障がい者 232 8.6 4.3 31.0 7.8 0.0 3.9

その他 106 6.6 2.8 25.5 1.9 3.8 0.9

 

調査数
一般の小・中学
校、高等学校に
通っている

幼稚園、保育
所（園）、障害
児通園施設等
に通っている

その他 無回答

全　体 1,427 2.9 1.7 2.5 2.6

身体障害者手帳 815 0.6 0.1 2.7 2.6

療育手帳 127 9.4 11.0 0.0 1.6

精神障害者保健福祉手帳   147 2.7 0.0 1.4 2.7

重複障がい者 232 0.9 0.9 4.3 2.2

その他 106 17.0 6.6 0.9 4.7

 

調査数

問２８　あなたは、平日の日中を主にどのように過ごしていますか。



 

15 

 

 

 

障がい者の就労支援として、どのようなことが必要かとたずねたところ、「職場の障

がい者への理解」が 36.8％と最も多く、次いで「職場の上司や同僚に障がいの理解が

あること」が 33.1％、「通勤手段の確保」が 24.6％、「短時間勤務や勤務日数などの

配慮」が 24.0％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問32 あなたは障がい者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

通
勤
手
段
の
確
保

勤
務
場
所
に
お
け
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー

等
の
配
慮

短
時
間
勤
務
や
勤
務
日
数

等
の
配
慮

在
宅
勤
務
の
拡
充

職
場
の
障
が
い
者
へ
の
理

解 職
場
の
上
司
や
同
僚
に
障

が
い
の
理
解
が
あ
る
こ
と

職
場
で
介
助
や
援
助
等
が

受
け
ら
れ
る
こ
と

就
労
後
の
フ
ォ

ロ
ー

な
ど

職
場
と
支
援
機
関
の
連
携

企
業
ニ
ー

ズ
に
合
っ

た
就

労
訓
練

仕
事
に
つ
い
て
の
職
場
外

で
の
相
談
対
応
、

支
援

そ
の
他

無
回
答

24.6 

16.3 

24.0 

14.9 

36.8 

33.1 

17.4 17.6 

11.6 

17.0 

4.0 

44.4 

0

10

20

30

40

50

n=1,427

（％）

（％）

通勤手段の確
保

勤務場所におけ

るバリアフリー
等の配慮

短時間勤務

や勤務日数
等の配慮

在宅勤務の拡
充

職場の障が

い者への理
解

職場の上司や

同僚に障がいの
理解があること

全　体 1,427 24.6 16.3 24.0 14.9 36.8 33.1
身体障害者手帳 815 22.2 19.6 21.7 14.4 32.1 28.3

療育手帳 127 44.1 8.7 26.8 12.6 66.9 59.1
精神障害者保健福祉手帳   147 34.7 12.9 46.3 25.9 51.0 50.3
重複障がい者 232 18.1 14.7 19.0 12.5 28.0 25.4

その他 106 19.8 7.5 17.9 11.3 35.8 31.1

調査数
職場で介助や
援助等が受け
られること

就労後のフォ
ローなど職場と
支援機関の連携

企業ニーズに
合った就労訓
練

仕事についての
職場外での相
談対応、支援

その他 無回答

全　体 1,427 17.4 17.6 11.6 17.0 4.0 44.4
身体障害者手帳 815 16.3 10.9 8.5 11.9 3.4 50.1

療育手帳 127 39.4 46.5 24.4 34.6 0.8 22.0
精神障害者保健福祉手帳   147 17.0 31.3 22.4 32.7 3.4 24.5

重複障がい者 232 12.5 11.6 8.6 11.2 9.5 50.0
その他 106 10.4 28.3 12.3 26.4 0.9 42.5

問32　あなたは障がい者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。 

調査数
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5 障害福祉サービスなどの利用について 

【現在、障がい福祉サービスを利用されている方にお聞きします。】 

 

 

サービスの利用で困っていることについては、「特に困っていることはない」が 12.3％

と最も多くなっています。次いで「サービスに関する情報が少ない、入手しにくい」が

7.8％、「サービス利用のための申請や手続きが難しい、面倒」が 6.6％、「送迎などで家

族の負担が大きい」が 4.0％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問34 サービスの利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
情
報

が
少
な
い
、

入
手
し
に
く

い サ
ー

ビ
ス
利
用
に
つ
い
て

の
相
談
先
が
な
い

サ
ー

ビ
ス
利
用
の
た
め
の

申
請
や
手
続
き
が
難
し

い
、

面
倒

支
給
決
定
量
が
少
な
く
、

利
用
で
き
な
い
サ
ー

ビ
ス

が
あ
る

サ
ー

ビ
ス
の
供
給
量
が
少

な
く
、

利
用
し
に
く
い

サ
ー

ビ
ス
が
あ
る

利
用
し
た
い
が
対
象
外
な

ど
で
申
請
で
き
な
い
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る

医
療
ケ
ア
な
ど
を
受
け
入

れ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が

あ
る

送
迎
な
ど
で
家
族
の
負
担

が
大
き
い

通
所
先
や
入
所
施
設
等
で

の
利
用
者
間
の
人
間
関
係

に
困
っ

て
い
る

ヘ

ル

パ
ー

や

施

設

職

員

等

の

障

が

い

に

対

す

る

理

解

な

ど

に

不

安

を

感

じ

る

こ

と

が

あ

る

そ
の
他

特
に
困
っ

て
い
る
こ
と
は

な
い

無
回
答

7.8 
2.4 

6.6 
1.6 2.9 1.2 1.0 

4.0 
1.4 2.7 2.2 

12.3 

70.6 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

n=1,427

（％）



 

17 

 

 

①障害福祉サービス等 

 

【サービスの利用状況】 

現在、利用しているサービスは、「相談支援」、「自立訓練（機能訓練）」「生活介護」と

続いています。利用したいが利用できていない障害福祉サービスについては、「相談支援」、

「自立訓練（生活訓練）」、「自立訓練（機能訓練）」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37 あなたは次のサービスを利用していますか。また、今後利用したいと考えますか。 

1.居宅介護（ホームヘルプ） n=1,427

2.重度訪問介護 n=1,427

3.同行援護 n=1,427

4.行動援護 n=1,427

5.重度障害者等包括支援 n=1,427

6.生活介護 n=1,427

7.自立訓練（生活訓練） n=1,427

8.自立訓練（機能訓練） n=1,427

9.就労移行支援 n=1,427

10.就労継続支援A型 n=1,427

11.就労継続支援B型 n=1,427

12.療養介護 n=1,427

13.短期入所（ショートステイ） n=1,427

14.共同生活援助（グループホーム） n=1,427

15.施設入所支援 n=1,427

16.相談支援 n=1,427

17.地域移行支援 n=1,427

18.地域定着支援 n=1,427

19.移動支援事業 n=1,427

20.地域活動センター事業 n=1,427

21.訪問入浴サービス事業 n=1,427

22.日中一時支援事業 n=1,427

23.生活サポート事業 n=1,427

24.児童発達支援 n=105

4.9

1.6

0.6

2.3

1.2

7.4

3.4

9.8

0.9

1.8

2.9

2.5

5.3

1.5

3.1

10.9

1.4

1.0

3.6

1.3

1.4

5.7

3.9

31.4

0.8

0.8

0.8

1.0

0.6

0.7

1.7

1.5

1.3

1.1

0.7

0.8

1.3

0.6

0.7

2.0

1.1

1.3

1.4

1.3

0.5

1.2

0.9

67.9

68.8

67.8

66.7

67.9

65.2

66.6

60.8

62.7

60.8

60.0

67.6

64.8

68.3

66.9

58.1

66.9

67.9

65.7

67.0

68.8

63.6

65.7

62.9

26.3

28.8

30.8

30.0

30.3

26.8

28.4

27.9

35.0

36.4

36.4

29.0

28.6

29.6

29.4

29.0

30.6

29.9

29.3

30.4

29.3

29.4

29.5

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用したいが利用できていない

利用していない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用したいが利用できていない
利用していない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用したいが利用できていない
利用していない 無回答
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【サービスの利用意向】 

 今後、利用したい障害福祉サービスについては、「相談支援」が 25.2％と最も多く、

次いで「短期入所（ショートステイ）」が 17.0％、「自立訓練（機能訓練）」が 16.9％、

「日中一時支援事業」が 14.8％、「生活サポート事業」が 14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.居宅介護（ホームヘルプ） n=1,427

2.重度訪問介護 n=1,427

3.同行援護 n=1,427

4.行動援護 n=1,427

5.重度障害者等包括支援 n=1,427

6.生活介護 n=1,427

7.自立訓練（生活訓練） n=1,427

8.自立訓練（機能訓練） n=1,427

9.就労移行支援 n=1,427

10.就労継続支援A型 n=1,427

11.就労継続支援B型 n=1,427

12.療養介護 n=1,427

13.短期入所（ショートステイ） n=1,427

14.共同生活援助（グループホーム） n=1,427

15.施設入所支援 n=1,427

16.相談支援 n=1,427

17.地域移行支援 n=1,427

18.地域定着支援 n=1,427

19.移動支援事業 n=1,427

20.地域活動センター事業 n=1,427

21.訪問入浴サービス事業 n=1,427

22.日中一時支援事業 n=1,427

23.生活サポート事業 n=1,427

11.8

8.5

6.1

9.0

7.8

14.0

12.5

16.9

6.9

6.5

6.7

9.3

17.0

9.6

8.8

25.2

12.2

12.5

14.2

7.8

8.5

14.8

14.4

17.1

19.0

23.2

19.1

19.4

16.3

16.5

16.3

21.7

22.6

22.8

18.3

16.5

18.5

18.0

9.7

14.3

15.6

15.6

16.1

19.8

14.7

15.1

41.8

40.3

37.1

38.7

39.2

37.8

38.6

34.5

31.9

30.0

30.5

37.9

33.1

37.7

38.8

31.6

39.0

38.5

37.4

42.2

38.5

36.9

37.5

29.3

32.2

33.6

33.3

33.6

31.9

32.4

32.2

39.5

40.9

40.1

34.5

33.4

34.2

34.3

33.5

34.5

33.4

32.9

33.9

33.1

33.6

33.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用しない わからない 無回答利用したい 利用しない わからない 無回答
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②児童に対する障害福祉サービス 

 

【サービスの利用状況】 

現在、利用している障害福祉サービスについては、「放課後等デイサービス」が 53.3％

と最も多く、次いで「児童発達支援」が 31.4％、「母子通園施設たんぽぽ園」が 11.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サービスの利用意向】 

今後、利用したい障害福祉サービスについては、「放課後等デイサービス」が 70.5％

と最も多く、次いで「児童発達支援」が 37.1％、「保育所等訪問支援」が 17.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用したいが利用できていない

利用していない 無回答

24.児童発達支援 n=105

25.放課後等デイサービス n=105

26.保育所等訪問支援 n=105

27.医療型児童発達支援 n=105

28.福祉型児童入所支援 n=105

29.医療型児童入所支援 n=105

30.母子通園施設たんぽぽ園 n=105

0 n=

31.4

53.3

2.9

11.4

0.9

1.0

5.7

1.0

1.9

62.9

41.9

87.6

89.5

94.3

94.3

80.0

5.7

3.8

6.7

6.7

5.7

5.7

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用しない わからない 無回答

24.児童発達支援 n=105

25.放課後等デイサービス n=105

26.保育所等訪問支援 n=105

27.医療型児童発達支援 n=105

28.福祉型児童入所支援 n=105

29.医療型児童入所支援 n=105

30.母子通園施設たんぽぽ園 n=105

37.1

70.5

17.1

14.3

10.5

5.7

9.5

35.2

14.3

57.1

41.0

41.0

45.7

71.4

20.0

7.6

18.1

38.1

42.9

42.9

10.5

7.6

7.6

7.6

6.7

5.7

5.7

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用したいが利用できていない
利用していない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用したいが利用できていない
利用していない 無回答

利用したい 利用しない わからない 無回答
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6 教育について 

 

 

18 歳未満の方に現在、通園・通所・通学しているかたずねたところ、「保育所（園）・

幼稚園」が 17.1％と最も多くなっています。次いで「小学校（特別支援学級）」が 16.2％、

「小学校（通常の学級）」が 12.4％、「特別支援学校高等部」が 10.5％、「特別支援学校

小学部」、「特別支援学校中学部」が 8.6％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 歳未満の通園・通所・通学している方で長期休暇中や放課後の活動についての希望

をたずねたところ、「児童発達支援事業所を利用したい（利用させたい）」が 41.2％と最

も多くなっています。次いで「地域の同世代の子どもたちと遊びたい（遊ばせたい）」が

29.4％、「旅行やキャンプに参加したい（参加させたい）」が 21.6％、「ショートステイ

を利用したい（利用させたい）」が 20.6％、「映画や買物などに行きたい（行かせたい）」

が 19.6％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問38 あなたは現在、通園・通所・通学していますか。（○は１つだけ） 

問39 あなたは長期休暇中や放課後の活動について、どのような希望がありますか。 

（○は３つまで） 

地
域
の
同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
と

遊
び
た
い
（

遊
ば
せ
た
い
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
た

い
（

利
用
さ
せ
た
い
）

児
童
発
達
支
援
事
業
所
を
利
用
し

た
い
（

利
用
さ
せ
た
い
）

映
画
や
買
物
な
ど
に
行
き
た
い

（

行
か
せ
た
い
）

家
で
遊
び
た
い
（

遊
ば
せ
た
い
）

習
い
事
や
塾
に
行
き
た
い
（

行
か

せ
た
い
）

旅
行
や
キ
ャ

ン
プ
に
参
加
し
た
い

（

参
加
さ
せ
た
い
）

シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
た
い

（

利
用
さ
せ
た
い
）

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

29.4 

16.7 

41.2 

19.6 

13.7 14.7 

21.6 20.6 

3.9 

9.8 

14.7 

0

10

20

30

40

50 n=102
（％）

保
育
所
（

園
）

・
幼
稚
園

母
子
通
園
施
設
（

た
ん
ぽ
ぽ
園
）

児
童
発
達
支
援
事
業
所

特
別
支
援
学
校
幼
稚
部

小
学
校
（

通
常
の
学
級
）

小
学
校
（

特
別
支
援
学
級
）

特
別
支
援
学
校
小
学
部

中
学
校
（

通
常
の
学
級
）

中
学
校
（

特
別
支
援
学
級
）

特
別
支
援
学
校
中
学
部

高
等
学
校

特
別
支
援
学
校
高
等
部

専
門
学
校

高
等
技
術
専
門
校

通
園
・
通
所
・
通
学
は
し
て
い
な

い 就
職
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

17.1 

2.9 2.9 

0.0 

12.4 

16.2 

8.6 
6.7 

4.8 

8.6 

4.8 

10.5 

1.0 1.0 1.0 
0.0 

1.0 1.0 

0

10

20

30 n=105

（％）
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７ 暮らしやすさや将来の生活について 

 

 

 障がい者にとって暮らしやすいまちだと思うのかたずねたところ、「暮らしやすいまち

だと思う」が 48.1％と最も多く、次いで「あまり暮らしやすいまちだとは思わない」が

17.2％、「暮らしやすいまちだとは思わない」が 6.8％、「とても暮らしやすいまちだと

思う」が 4.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問42 あなたは、清須市は障がい者にとって暮らしやすいまちだと思いますか。 

（○は１つだけ） 

全　体 n=1,427

身体障害者手帳 n=815

療育手帳 n=127

精神障害者保健福祉手帳 n=147

重複障がい者 n=232

その他 n=106

4.4

4.9

1.6

6.1

5.2

48.1

50.2

47.2

46.9

44.0

43.4

23.5

25.4

11.8

15.6

25.0

31.1

17.2

13.9

26.8

21.1

19.4

20.8

6.8

5.6

12.6

10.2

6.5

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても暮らしやすいまちだと思う 暮らしやすいまちだと思う

あまり暮らしやすいまちだとは思わない 暮らしやすいまちだとは思わない

無回答

とても暮らしやすいまちだと思う 暮らしやすいまちだと思う
あまり暮らしやすいまちだとは思わない 暮らしやすいまちだとは思わない

無回答
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 障がい者が地域や社会に参加できるためには、どのようなことが必要かたずねたところ、

「障がい者が参加しやすいように配慮すること」が 36.9％と最も多く、次いで「バリア

フリー等の利用しやすい施設への改善」が 33.4％、「障がい者理解のための広報や福祉教

育の充実」が 32.2％、「障がい者の参加を支援するボランティアの育成」が 28.4％、「障

がい者が地域や社会に参加する意識」が 27.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問43 障がい者が地域や社会に参加できるためには、どのようなことが必要だと考えま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

障
が
い
者
が
参
加
し
や
す

い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と

障
が
い
者
の
参
加
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育

成 バ
リ
ア
フ
リ
ー

等
の
利
用

し
や
す
い
施
設
へ
の
改
善

障
が
い
者
理
解
の
た
め
の

広
報
や
福
祉
教
育
の
充
実

障
が
い
者
が
地
域
や
社
会

に
参
加
す
る
意
識

家
族
が
地
域
や
社
会
に
参

加
す
る
意
識

そ
の
他

無
回
答

36.9 

28.4 

33.4 32.2 

27.2 

19.2 

4.7 

29.6 

0

10

20

30

40

50

n=1,427

（％）

（％）

障がい者が参加し
やすいように配慮

すること

障がい者の参加を
支援するボラン

ティアの育成

バリアフリー等の
利用しやすい施設

への改善

障がい者理解の
ための広報や福

祉教育の充実

全　体 1,427 36.9 28.4 33.4 32.2

身体障害者手帳 815 34.2 26.0 37.3 26.1

療育手帳 127 58.3 53.5 24.4 60.6

精神障害者保健福祉手帳 147 47.6 27.9 25.9 43.5

重複障がい者 232 31.9 28.0 33.6 32.3

その他 106 27.4 17.9 23.6 28.3

調査数

障がい者が地域

や社会に参加する
意識

家族が地域や社
会に参加する意識

その他 無回答

全　体 1,427 27.2 19.2 4.7 29.6

身体障害者手帳 815 25.0 16.8 3.4 32.6
療育手帳 127 44.1 37.8 7.1 7.9
精神障害者保健福祉手帳 147 32.7 18.4 6.8 23.1

重複障がい者 232 22.8 16.8 6.5 31.9
その他 106 25.5 21.7 4.7 35.8

 

調査数

問43　障がい者が地域や社会に参加できるためには、

どのようなことが必要だと考えますか。
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 将来の生活に対する不安についてたずねたところ、「家族以外で介助してくれる人や支

援してくれる人を確保できるか」が 44.6％と最も多く、次いで「経済的に安定した生活

を送ることができるか」が 42.3％、「必要な福祉サービスを受けられるか」が 40.2％、

「健康を維持できるか（二次的障がいのおそれ）」が 34.8％、「障害福祉サービスを受け

るのにどの程度の費用がかかるのか」が 34.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい別でみると、全体との差が大きいものは、療育手帳では「家族以外で介助してく

れる人や支援してくれる人を確保できるか」、「必要な福祉サービスを受けられるか」、「住

む（生活する）ところを確保できるか」、「いざというときの相談相手を持つことができる

か」、「生きがいを見つけることができるか」となっています。精神障害者保健福祉手帳で

は「生きがいを見つけることができるか」となっています。 

 

問44 将来の生活に対する不安についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

家
族
以
外
で
介
助
し
て
く

れ
る
人
や
支
援
し
て
く
れ

る
人
を
確
保
で
き
る
か

必
要
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
か

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受

け
る
の
に
ど
の
程
度
の
費

用
が
か
か
る
の
か

住
む
（

生
活
す
る
）

と
こ

ろ
を
確
保
で
き
る
か

経
済
的
に
安
定
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
か

就
業
・
就
学
先
を
確
保
で

き
る
か

い
ざ
と
い
う
と
き
の
相
談

相
手
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
か

健
康
を
維
持
で
き
る
か

（

二
次
的
障
が
い
の
お
そ

れ
）

障
が
い
が
進
行
す
る
の
で

は
な
い
か

生
き
が
い
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か

そ
の
他

特
に
不
安
は
な
い

無
回
答

44.6 

40.2 

34.5 

20.0 

42.3 

10.5 

25.6 

34.8 

28.0 

20.9 

2.2 

6.5 

17.3 

0

10

20

30

40

50

n=1,427

（％）

（％）

家族以外で介
助してくれる
人や支援して

くれる人を確
保できるか

必要な福祉
サービスを受

けられるか

障害福祉サー
ビスを受ける
のにどの程度

の費用がかか
るのか

住む（生活す
る）ところを確

保できるか

経済的に安定
した生活を送
ることができる
か

就業・就学先
を確保できる

か

いざというとき
の相談相手を
持つことがで
きるか

全 体 1,427 44.6 40.2 34.5 20.0 42.3 10.5 25.6

身体障害者手帳 815 39.5 37.2 35.1 12.9 35.0 2.5 19.0
療育手帳 127 69.3 58.3 44.1 50.4 58.3 36.2 44.9
精神障害者保健福祉手帳 147 50.3 45.6 38.8 35.4 69.4 29.3 41.5
重複障がい者 232 48.3 42.2 30.6 22.0 39.7 4.7 25.0
その他 106 38.7 29.2 21.7 13.2 48.1 28.3 32.1

 

調査数

健康を維持で
きるか（二次
的障がいのお

それ）

障がいが進行
するのではな
いか

生きがいを見
つけることが
できるか

その他
特に不安はな
い

無回答

全 体 1,427 34.8 28.0 20.9 2.2 6.5 17.3
身体障害者手帳 815 34.1 28.0 14.1 1.7 9.0 19.9
療育手帳 127 33.1 18.9 39.4 5.5 4.7 3.9

精神障害者保健福祉手帳 147 46.3 34.0 40.1 2.7 1.4 9.5
重複障がい者 232 32.8 34.9 19.4 1.7 3.9 18.1
その他 106 30.2 15.1 27.4 1.9 2.8 22.6

 

調査数

問44　将来の生活に対する不安についてお答えください。



 

24 

８ 相談相手・情報収集について 

 

 

 

 普段、悩みや困ったことをどなたに相談するかについては、「家族や親せき」が 69.1％

と最も多く、次いで「友人･知人」、「かかりつけの医師や看護師」が 26.1％、「ホームヘ

ルパーなどサービス事業所の人」、「介護保険のケアマネージャー」が 9.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問45 あなたは普段、悩みや困ったことを誰に相談することが多いですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

家
族
や
親
せ
き

友
人
･
知
人

近
所
の
人

職
場
の
上
司
や
同
僚

施
設
の
指
導
員
な
ど

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

な
ど

サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
人

障
が
い
者
団
体
や
家
族
会

か
か
り
つ
け
の
医
師
や
看

護
師

相
談
支
援
事
業
所
の
相
談

支
援
専
門
員

病
院
の
ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー

介
護
保
険
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

民
生
委
員
・
児
童
委
員

通
所
施
設
や
保
育
所

（

園
）
、

幼
稚
園
、

学
校

の
先
生

市
役
所
や
児
童
相
談
所
等

の
行
政
機
関
の
相
談
窓
口

社
会
福
祉
協
議
会
（

障
が

い
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

清
須
）

そ
の
他

無
回
答

69.1 

26.1 

4.7 4.6 
9.3 9.5 

2.5 

26.1 

4.2 3.6 

9.5 

0.9 2.7 3.3 
5.8 4.5 

14.5 

0

10

20

30

40

50

60

70

n=1,427

（％）



 

25 

 

障がい別でみると、全体との差が大きいものは、療育手帳では「施設の指導員など」、

「障がい者団体や家族会」、「相談支援事業所の相談支援専門員」、「通所施設や保育所（園）、

幼稚園、学校の先生」、「社会福祉協議会（障がい者サポートセンター清須）」となってい

ます。精神障害者保健福祉手帳では「かかりつけの医師や看護師」、「病院のケースワーカ

ー」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

家族や親せき 友人･知人 近所の人
職場の上司や
同僚

施設の指導員
など

ホームヘル
パーなどサー
ビス事業所の
人

全 体 1,427 69.1 26.1 4.7 4.6 9.3 9.5
身体障害者手帳 815 69.8 27.4 5.8 3.4 6.6 7.2
療育手帳 127 76.4 26.0 1.6 11.8 22.8 19.7
精神障害者保健福祉手帳 147 69.4 25.9 4.8 8.2 8.2 8.2
重複障がい者 232 64.7 21.1 3.9 3.4 14.2 12.9
その他 106 64.2 27.4 1.9 2.8 3.8 9.4

 

調査数
障がい者団体
や家族会

かかりつけの
医師や看護師

相談支援事業
所の相談支援
専門員

病院のケース
ワーカー

介護保険のケ
アマネー
ジャー

民生委員・児
童委員

全 体 1,427 2.5 26.1 4.2 3.6 9.5 0.9
身体障害者手帳 815 1.2 24.0 0.9 1.8 11.8 0.9
療育手帳 127 10.2 20.5 23.6 1.6 0.8 0.0
精神障害者保健福祉手帳 147 2.0 42.2 6.8 11.6 4.1 1.4
重複障がい者 232 3.0 29.3 3.9 6.0 11.2 1.7
その他 106 1.9 19.8 3.8 3.8 6.6 0.0

 

調査数

通所施設や保
育所（園）、幼
稚園、学校の
先生

市役所や児童
相談所等の行
政機関の相談
窓口

社会福祉協議
会（障がい者
サポートセン
ター清須）

その他 無回答

全 体 1,427 2.7 3.3 5.8 4.5 14.5
身体障害者手帳 815 0.5 2.7 3.6 4.3 16.1
療育手帳 127 15.0 3.1 18.9 3.9 6.3
精神障害者保健福祉手帳 147 1.4 4.1 7.5 7.5 10.9
重複障がい者 232 1.7 4.3 6.0 4.3 14.2
その他 106 9.4 4.7 4.7 2.8 17.9

 

調査数

問45　あなたは普段、悩みや困ったことを誰に相談することが多いですか。
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９ 権利擁護・障がい者差別解消について 

 

 

 

障がいがあることで差別や嫌な思いをしたことがあるかたずねたところ、「ない」が

49.8％と最も多く、次いで「少しある」が 18.0％、「ある」が 16.9％となっています。 

障がい別でみると、療育手帳で「ある」が 37.8％で多くなっています。精神障害者保

健福祉手帳は「ない」が 32.0％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がいがあることで差別や嫌な思いをしたことがある方や少しある方に、どのような場

所で差別や、嫌な思いをしたかたずねたところ、「外出先」が 45.0％と最も多く、次い

で「学校・仕事場」が 35.3％、「住んでいる地域」が 26.3％、「病院などの医療機関」

が 22.1％、「仕事を探すとき」が 20.5％となっています。 

問51 あなたは障がいがあることで差別や嫌な思いをしたことがありますか。 

（○は１つだけ） 

問52 どのような場所で差別や、嫌な思いをしましたか。（あてはまるものすべてに○） 

学
校
・
仕
事
場

仕
事
を
探
す
と
き

外
出
先

余
暇
を
楽
し
む
と
き

福
祉
施
設

病
院
な
ど
の
医
療
機
関

住
ん
で
い
る
地
域

そ
の
他

無
回
答

35.3 

20.5 

45.0 

18.5 

6.2 

22.1 

26.3 

8.0 

1.4 

0

10

20

30

40

50

n=498

（％）

全　体 n=1,427

身体障害者手帳 n=815

療育手帳 n=127

精神障害者保健福祉手帳 n=147

重複障がい者 n=232

その他 n=106

16.9

9.6

37.8

27.9

25.9

13.2

18.0

14.4

31.5

27.9

16.8

18.9

49.8

59.5

25.2

32.0

41.4

47.2

15.3

16.6

5.5

12.2

15.9

20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 少しある ない 無回答ある 少しある ない 無回答
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障害者差別解消法という法律を知っているかたずねたところ、「法律の名称も内容も知

らない」が 56.6％と最も多く、次いで「法律の名称は知っているが、内容は知らない」

が 18.4％、「法律の名称も内容も知っている」が 9.4％となっています。 

障がい別でみると、精神障害者保健福祉手帳では全体より、「法律の名称も内容も知ら

ない」が 64.6％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口などでの対応についてたずねたところ、「どちらかといえば配慮されている」が

48.1％と最も多く、次いで「配慮がされている」が 18.6％、「どちらかといえば配慮さ

れていない」が 7.5％となっています。 

障がい別でみると、いずれの障がいにおいても「どちらかといえば配慮されている」が

約 4～6 割で多く占めています。 

 

 

 

 

 

問54 あなたは障害者差別解消法という法律を知っていますか。（○は１つだけ） 

問55 あなたは清須市役所などの市の公共施設の窓口等での対応について、障がい者に

対する配慮がされていると思いますか。（○は１つだけ） 

全　体 n=1,427

身体障害者手帳 n=815

療育手帳 n=127

精神障害者保健福祉手帳 n=147

重複障がい者 n=232

その他 n=106

9.4

8.5

15.0

7.5

12.1

6.6

18.4

17.7

32.3

16.3

15.9

15.1

56.6

56.3

49.6

64.6

56.0

56.6

15.7

17.5

3.1

11.6

15.9

21.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名称も内容も知っている

法律の名称は知っているが、内容は知らない

法律の名称も内容も知らない

無回答

法律の名称も内容も知っている

法律の名称は知っているが、内容は知らない

法律の名称も内容も知らない

無回答

配慮がされている どちらかといえば配慮されている

どちらかといえば配慮されていない 配慮されていない

無回答

全　体 n=1,427

身体障害者手帳 n=815

療育手帳 n=127

精神障害者保健福祉手帳 n=147

重複障がい者 n=232

その他 n=106

0 n=

18.6

19.4

10.2

20.4

20.3

16.0

48.1

47.2

61.4

51.7

42.7

46.2

7.5

6.4

9.4

8.8

9.9

6.6

3.8

3.1

5.5

5.4

5.2

1.9

22.0

23.9

13.4

13.6

22.0

29.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答
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清須市が行う啓発について、どのような取組が必要かたずねたところ、「障がい者（児）

のための専門の相談機関の設置」が 28.6％と最も多く、次いで「障がいを知ってもらう

ための講座やイベント」が 24.5％、「障がいを知ってもらうためのパンフレットの作成」

が 21.7％、「障がい者（児）の指導・療育に関わる職員のための研修会」が 20.0％、「障

がいのある子どもの保護者向けの講座やイベント」が 14.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 災害時の避難などについて 

 

 

 災害時に一人で避難できるかたずねたところ、「できない」が 37.6％と最も多く、次い

で「できる」が 33.8％、「わからない」が 20.3％となっています 

障がい別でみると、身体障害者手帳は「できる」が 38.3％で多くなっています。療育

手帳は「できない」が 59.1％で多くなっています。精神障害者保健福祉手帳は「できる」

が 40.1％で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問58 あなたは、火事や地震等の災害時に一人で避難できますか。（○は1つだけ） 

問57 清須市が行う啓発について、どのような取組が必要だと思いますか。 

（○は3つまで） 

障
が
い
を
知
っ

て
も
ら

う
た
め
の
講
座
や
イ
ベ

ン
ト

障
が
い
を
知
っ

て
も
ら

う
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

の
保
護
者
向
け
の
講
座

や
イ
ベ
ン
ト

障
が
い
者
（

児
）

の
指

導
・
療
育
に
関
わ
る
職

員
の
た
め
の
研
修
会

障
が
い
者
（

児
）

の
た

め
の
専
門
の
相
談
機
関

の
設
置

そ
の
他

無
回
答

24.5 
21.7 

14.6 

20.0 

28.6 

4.7 

37.2 

0

10

20

30

40

50 n=1,427
（％）

全　体 n=1,427

身体障害者手帳 n=815

療育手帳 n=127

精神障害者保健福祉手帳 n=147

重複障がい者 n=232

その他 n=106

33.8

38.3

12.6

40.1

23.7

37.7

37.6

34.7

59.1

18.4

54.7

23.6

20.3

18.2

26.0

32.0

14.2

26.4

8.3

8.8

2.4

9.5

7.3

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる できない わからない 無回答
できる できない わからない 無回答
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 災害時にどういったことに困ると思うかたずねたところ、「避難場所の設備（トイレな

ど）や生活環境が不安」が 53.0％と最も多く、次いで「投薬や治療が受けられない」が

48.8％、「安全なところまで、迅速に避難することができない」が 46.2％、「救助を求め

ることができない」が 23.3％、「周囲とコミュニケーションがとれない」が 22.0％等と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい別でみると、全体との差が大きいものは、療育手帳では「救助を求めることがで

きない」、「安全なところまで、迅速に避難することができない」、「被害状況、避難場所な

どの情報が入手できない」、「周囲とコミュニケーションがとれない」、「避難場所の設備（ト

イレなど）や生活環境が不安」となっています。精神障害者保健福祉手帳では「投薬や治

療が受けられない」、「周囲とコミュニケーションがとれない」となっています。 

問61 火事や地震等の災害時にどういったことに困ると思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

投
薬
や
治
療
が
受
け
ら

れ
な
い

補
装
具
の
使
用
が
困
難

に
な
る

補
装
具
や
日
常
生
活
用

具
の
入
手
が
で
き
な
く

な
る

救
助
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
な
い

安
全
な
と
こ
ろ
ま
で
、

迅
速
に
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
な
い

被
害
状
況
、

避
難
場
所

な
ど
の
情
報
が
入
手
で

き
な
い

周
囲
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と
れ
な
い

避
難
場
所
の
設
備
（

ト

イ
レ
な
ど
）

や
生
活
環

境
が
不
安

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

48.8 

10.9 
13.3 

23.3 

46.2 

21.9 22.0 

53.0 

3.6 
6.9 

11.9 

0

10

20

30

40

50

60

n=1,427

（％）

(％)

投薬や治療
が受けられな
い

補装具の使
用が困難に
なる

補装具や日
常生活用具

の入手がで
きなくなる

救助を求める
ことができな
い

安全なところ
まで、迅速に

避難すること
ができない

被害状況、避
難場所など

の情報が入
手できない

全 体 1427 48.8 10.9 13.3 23.3 46.2 21.9
身体障害者手帳 815 49.2 13.9 15.2 16.6 48.7 19.3

療育手帳 127 21.3 3.9 8.7 57.5 59.1 43.3
精神障害者保健福祉手帳 147 69.4 2.7 11.6 22.4 27.9 18.4
重複障がい者 232 52.2 11.2 11.2 28.4 46.1 19.0

その他 106 42.5 6.6 11.3 23.6 36.8 28.3

 

調査数
周囲とコミュ
ニケーション
がとれない

避難場所の
設備（トイレ

など）や生活
環境が不安

その他 特にない 無回答

全 体 1427 22.0 53.0 3.6 6.9 11.9

身体障害者手帳 815 13.5 52.8 2.1 7.7 11.9
療育手帳 127 59.8 61.4 9.4 5.5 7.1
精神障害者保健福祉手帳 147 34.7 53.1 4.1 4.1 9.5
重複障がい者 232 22.8 53.4 4.7 5.6 14.2

その他 106 22.6 44.3 5.7 9.4 16.0

問61　火事や地震等の災害時に困ることは何ですか。

調査数
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１ 新たなサービスの実施について 

 

 

 

 

 ①自立生活援助 

自立生活援助を実施する意向については、「実施しない」が 64.4％と最も多く、次

いで「わからない」が 21.2％、「検討中である」が 4.8％等となっています。 

予定実施年度については、「平成 30 年度」が 4.8％と最も多く、次いで「平成 31

年度」が 1.0％となっています。 

 

 実施する意向（％）             予定実施年度（％） 

調査数 
検討中

である 

実施 

予定で

ある 

実施 

しない 

わから 

ない 
無回答 

 

調査数 
平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

平成 

32 年度 

平成 33

年度 

以降 

無回答 

104 4.8 1.0 64.4 21.2 8.7  104 4.8 1.0 0.0 0.0 94.2 

 

 ②就労定着支援 

就労定着支援を実施する意向については、「実施しない」が 56.7％と最も多く、次

いで「わからない」が 25.0％、「検討中である」が 9.6％等となっています。 

予定実施年度については、「平成 30 年度」が 7.7％と最も多く、次いで「平成 31

年度」、「平成 32 年度」が 1.0％となっています。 

 

 実施する意向（％）             予定実施年度（％） 

調査数 
検討中

である 

実施 

予定で

ある 

実施 

しない 

わから 

ない 
無回答 

 

調査数 
平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

平成 

32 年度 

平成 33

年度 

以降 

無回答 

104 9.6 1.9 56.7 25.0 6.7  104 7.7 1.0 1.0 0.0 90.4 

 

 ③居宅訪問型児童発達支援 

居宅訪問型児童発達支援を実施する意向については、「実施しない」が 71.2％と最

も多く、次いで「わからない」が 17.3％、「検討中である」が 1.9％となっています。 

予定実施年度については、「平成 30 年度」、「平成 31 年度」が 1.0％となってい

ます。 

 

 実施する意向（％）             予定実施年度（％） 

調査数 
検討中

である 

実施 

予定で

ある 

実施 

しない 

わから 

ない 
無回答 

 

調査数 
平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

平成 

32 年度 

平成 33

年度 

以降 

無回答 

104 1.9 0.0 71.2 17.3 9.6  104 1.0 1.0 0.0 0.0 98.1 

 

事業所調査 

問３ 貴事業所では、平成30年４月に施行が予定されている以下の新たなサービスにつ

いて、実施する意向がありますか。（○は1つだけ） 

「１.検討中である」または「2.実施予定である」を選んだ場合、予定実施年度と実施

概要についてもお答えください。 
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2 運営上の課題や支援 

 

 

 改善したいとお考えの運営上の課題についてたずねたところ、「支援員の確保」が

76.0％と最も多く、次いで「職員の資質向上」が 67.3％、「サービスの内容や質の向上」

が 58.7％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行政等の関係機関からどのような支援があればいいかをたずねたところ、「財政面での

支援」が 65.4％と最も多く、次いで「事業運営に必要な情報提供」が 51.9％、「行政と

の情報共有」が 47.1％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 円滑な事業運営のために、改善したいとお考えの運営上の課題は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

利
用
者
の
確
保

サ
ー

ビ
ス
の
内
容
や
質

の
向
上

支
援
員
の
確
保

事
務
職
員
の
確
保

労
働
条
件
の
改
善

職
員
の
資
質
向
上

施
設
・
設
備
の
改
善

事
務
作
業
量
増
大
へ
の

対
応

事
業
運
営
の
た
め
の
情

報
の
入
手

市
等
関
係
機
関
と
の
連

携 市
民
、

近
隣
住
民
の
理

解 報
酬
単
価
の
低
さ

事
業
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の

習
得

特
に
事
業
運
営
の
課
題

は
な
い

そ
の
他

無
回
答

33.7 

58.7 

76.0 

17.3 

28.8 

67.3 

36.5 
30.8 

18.3 
22.1 

19.2 

45.2 

18.3 

1.0 1.9 1.0 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

n=104

（％）

問７ 今後の事業運営にあたって、行政等の関係機関からどのような支援があればいい

とお考えですか。（あてはまるものすべてに○） 

財
政
面
で
の
支
援

職
員
の
研
修
、

職
業
訓

練
へ
の
支
援

行
政
と
の
情
報
共
有

事
業
運
営
に
必
要
な
情

報
提
供

障
が
い
者
福
祉
に
対
す

る
市
民
理
解
を
得
る
た

め
の
周
知
、

啓
発

特
に
支
援
を
必
要
と
し

て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

65.4 

40.4 

47.1 
51.9 

41.3 

1.0 
4.8 3.8 

0

10

20

30

40

50

60

70

80
n=104

（％）
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３ 防災・防犯対策 

 

 

 防災対策を実施しているかをたずねたところ、「防災対策を文書として定めている」が

65.4％と最も多く、次いで「災害用備品を備蓄している」が 61.5％、「発災時に、利用

者を安全に避難させる対策を立てている」が 60.6％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害発生時から業務復旧までの計画は整備されているかをたずねたところ、「特に整備

していない」が42.3％と最も多く、次いで「震災時の被害想定を把握している」が32.7％、

「発災時の職員体制計画を整備している」が 30.8％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問8 貴事業所では、防災対策を実施していますか。（あてはまるものすべてに○） 

問9 貴事業所では、災害発生時から業務復旧までの計画は整備されていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

震
災
時
の
被
害
想
定
を

把
握
し
て
い
る

風
水
害
時
の
被
害
想
定

を
把
握
し
て
い
る

震
災
時
の
業
務
復
旧
計

画
を
整
備
し
て
い
る

風
水
害
時
の
業
務
復
旧

計
画
を
整
備
し
て
い
る

発
災
時
の
職
員
体
制
計

画
を
整
備
し
て
い
る

特
に
整
備
し
て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

32.7 

21.2 21.2 

15.4 

30.8 

42.3 

4.8 
1.0 

0

10

20

30

40

50 n=104
（％）

防
災
対
策
を
文
書
と
し

て
定
め
て
い
る

利
用
者
の
安
否
確
認
の

方
法
を
決
め
て
い
る

災
害
用
備
品
を
備
蓄
し

て
い
る

発
災
時
に
、

利
用
者
を

安
全
に
避
難
さ
せ
る
対

策
を
立
て
て
い
る

特
に
実
施
し
て
い
な
い

そ
の
他

65.4 

32.7 

61.5 60.6 

10.6 
5.8 

0

10

20

30

40

50

60

70

80
n=104

（％）
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 防犯対策を実施しているかをたずねたところ、「出入り口を施錠している」が 51.0％と

最も多く、次いで「不審者等の防犯について利用者に注意喚起している」が 43.3％、「巡

回による利用者の安否確認をしている」が 26.9％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 障害者虐待防止・差別解消 

 

 

 

 障害者虐待防止法に基づいた取組を行っているかをたずねたところ、「事故、ヒヤリ・

ハット報告の活用による不適切事案の早期発見、再発防止の実施」が 79.8％と最も多く、

次いで「利用者やその家族からの苦情を解決する相談体制の整備」が 78.8％、「苦情があ

った場合の適切な解決及びサービス向上に資する取組みの実施」が 69.2％等となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10 貴事業所では、防犯対策を実施していますか。（あてはまるものすべてに○） 

問1１ 貴事業所では、障害者虐待防止法に基づいた取組を行っていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

運

営
規
定
に

虐
待
防

止
の

た

め
の
責
任

者
を
明

記

虐
待
防
止
の
た
め
の
委

員
会
設
置

マ
ニ
ュ

ア
ル
や
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
等
の
整
備
・

活
用

障

害
者
虐
待

や
支
援

技
術

向

上
に
関
す

る
研
修

の
実

施 個

別

支

援

計

画

に

基

づ

く

サ

ー

ビ

ス

提

供

及

び

サ

ー

ビ

ス

管

理

責

任

者

に

よ

る

実

施

状

況

の

把

握

地

域
の
住
民

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

や
実
習
生

の
受
入

れ
等

の

実
施

第
三
者
評
価
な
ど
サ
ー

ビ
ス
評
価
の
導
入

利
用
者
や
そ
の
家
族
か

ら
の
苦
情
を
解
決
す
る

相
談
体
制
の
整
備

苦

情

が

あ

っ

た

場

合

の

適

切

な

解

決

及

び

サ

ー

ビ

ス

向

上

に

資

す

る

取

組

み

の

実

施

事

故

、

ヒ

ヤ

リ

・

ハ

ッ

ト

報

告

の

活

用

に

よ

る

不

適

切

事

案

の

早

期

発

見

、

再

発

防

止

の

実

施

そ
の
他

無
回
答

49.0 

31.7 

41.3 

59.6 

66.3 

42.3 

28.8 

78.8 

69.2 

79.8 

3.8 
1.0 

0

20

40

60

80 n=104（％）

不
審
者
等
の
防
犯
に
つ

い
て
利
用
者
に
注
意
喚

起
し
て
い
る

日
中
の
防
犯
対
策
と
し

て
、

外
来
者
の
入
所
者

管
理
を
し
て
い
る

出
入
り
口
を
施
錠
し
て

い
る

巡
回
に
よ
る
利
用
者
の

安
否
確
認
を
し
て
い
る

不
審
者
を
発
見
し
た
場

合
の
体
制
と
対
応
を
決

め
て
い
る

特
に
実
施
し
て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

43.3 

23.1 

51.0 

26.9 
24.0 

10.6 

21.2 

1.0 

0

10

20

30

40

50

60 n=104
（％）
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 障害者差別解消法に基づいた取組を行っているかをたずねたところ、「障害に関する理

解や人権意識の向上に向けた職員の研修の実施」が 60.6％と最も多く、次いで「障害者

及びその家族等からの相談体制の整備」が 59.6％、「市町村の相談窓口や関係機関との連

携」、「相談窓口の設置」が 37.5％等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12 貴事業所では、障害者差別解消法に基づいた取組を行っていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

障

害
者
及
び

そ
の
家

族
等

か

ら
の
相
談

体
制
の

整
備

障

害
に
関
す

る
理
解

や
人

権

意
識
の
向

上
に
向

け
た

職

員
の
研
修

の
実
施

市

町
村
の
相

談
窓
口

や
関

係

機
関
と
の

連
携

合

理
的
配
慮

を
的
確

に
行

う

た
め
の
事

業
所
内

で
の

環

境
整
備

相

談
窓
口
の

設
置

地

域
の
取
組

の
中
で

の
近

隣

住
民
へ
の

啓
発
実

施

そ

の
他

無

回
答

59.6 60.6 

37.5 35.6 37.5 

8.7 

1.9 

10.6 

0

10

20

30

40

50

60

70

n=104

（％）



 

 

 


